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１．概要 
 千歳科学技術大学の学生プロジェクト・理

科工房は，科学啓発活動の他に科学教育に関

する研究活動も行っている．そのテーマの一

つに，タブレット端末の授業への活用方法に

関する検討がある[1-3]．今回，理科実験授業

でのタブレット端末の利用に関して参加学生

にアンケートを実施し，効果の検証を試みた． 
２．小学校での理科実験授業での活用例[3] 
 千歳市内の小学校にて，6 年生 2 クラスを

対象に，理科の単元「電気の利用」に関連する

内容で実験授業を実施した．各クラス 2 コマ

を利用して，以下の実験を順に展開した． 
  実験１：手回し発電機による発電（観察） 
  実験２：コンデンサへの蓄電（観察） 
  実験３：蓄電した電気の利用（観察×２） 
  実験４：電気による発熱（測定） 
  お楽しみ実験：手作りコンデンサの工作 
 各実験では児童の各班に TA 役の学生 1 名

がついて説明を担当したが，その際，タブレ

ット端末に表示した実験手順や検討内容を児

童に見せながら説明を進めた（図 1 参照）． 
 
 
 
 
 
３．児童・学生へのアンケート結果 
 理科実験授業の参加学生 9 名に選択回答式

及び記述式のアンケートを実施した[3]．表 1
に，選択回答式アンケートへの回答結果を示

す．問 1 及び問 3 への回答結果から，タブレ

ット端末が説明の補助として機能したことが

分かる．問 2 からは，複数の作業を伴う実験

で特に効果的と考えられることが分かる． 

 
 
 
 
 
 
 
 しかし，問 3 に対して「わるい」と答えた

学生もおり，学生によって使い勝手の良し悪

しが出ることも分かる． 
 一方，表 2 に示した記述式アンケートへの

回答からは，タブレット端末の書込機能を活

かしてホワイトボード的な使い方をすれば効

果的ではないかという意見や，各班のタブレ

ットを進行役の学生が一括で操作しながら授

業を行えば，TA なしでも実験授業を円滑に進

行できるのではないかという意見も見られた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．おわりに 
 タブレット端末の効果を向上させるには，

その機能を十分に活用することが重要である．

また，複数台のタブレット端末を同時に操作

することが可能になれば，進行役 1 人での実

験授業の実施も可能になり得る． 
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1.タブレットがあることで、実験の説明はしやすかったですか？

とてもよい よい ふつう わるい とてもわるい

3人 5人 1人 0人 0人

2.タブレットがあることで、どの実験が一番説明しやすかったですか？

実験2 実験3 実験4 お楽しみ実験 なし

0人 2人 3人 4人 1人

3.タブレットは、補助教材として活躍できていましたか？

とてもよい よい ふつう わるい とてもわるい

1人 6人 1人 1人 0人

表 1 選択式のアンケート結果[3] 

図 1 学生が実験の説明をしている様子 

表 2 記述式のアンケート結果 
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